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【要旨】 

 創造性は、日本社会だけではなく世界中の経済活動の発展に必要不可欠な要素である。

急速に形を変えていく現代社会において、創造性の需要はますます増加していくと考えら

れる。本研究では、創造性が高い人はどういう特徴があるのか。 

また、創造性を高めるにはどうしたらよいか。という問題を解決する為に、日々の生活習

慣に着目し、分析を行う。発散的思考力を創造性の尺度として用い、Occupational 

enjoyment(いかに楽しみながら職業的な活動を行っているか)、CFC(未来結果熟考尺度)、

Generativity(次世代育成能力)を用い、実験調査を行うことによりデータを収集した。回

帰分析行った結果、Occupational enjoymentは、個人の創造性に対し正の相関関係がある

ことが明らかになった。本研究結果では、自分が楽しいと思える職業的な活動をすること

で、創造性を高めることが出来るという事が明らかになった 。  

 


